
「アーキビスト認証の実施について」（令和２年３月24日、国立公文書館長決定）に基づくアーキビスト認証の取組

を推進するため、認証アーキビストの一要件である専門的知識・技能等を有した者を公的に認める仕組みを設け、

専門人材育成の道筋を示し、その育成環境の充実及び専門人材の定着を図る。

目
的

• 職務基準書に示す職務の遂行（実務経験）
• 調査研究能力の育成、実績公表

仕
組
み

アーキビスト認証に係る拡充の方向性

専
門
人
材
の
育
成
モ
デ
ル

専門人材の育成モデル①

知識･
技能等

大学院の科目修得
・関係機関の研修修了

アーカイブズ
機関または公
文書作成機関
での実務経験
（３年以上）

認証アーキビスト

実務経験 調査研究能力

アーカイブズ
に係る調査研
究実績の公表
（１点以上）

准認証アーキビスト
採用

専門人材の育成モデル②

准認証アーキビスト

認証アーキビスト

知識･技能等

職場からの
派遣による研
修修了

例：アーカイブズ
研修Ⅰ・Ⅲ
（計４週間＋論
文執筆）

調査研究能力

アーカイブズ
に係る調査
研究実績
（１点以上）

アーカイブズ
機関または
公文書作成
機関での実
務経験
（３年以上）

実務経験

※修士課程相当を修了
していない者は「紀要の
論文等」（修士課程相
当修了と同等の実績、
１点以上）が必要

採用
※体系的な教育の機会を得られていないものの、十分な実務経験と
調査研究実績をもって同等と認められる場合があります。

人事異動により配置

実務経験

（アーカイブズに
係る実務経験

原則３年以上）

知識・技能等

（高等教育機関の

科目履修

又は研修修了）

調査研究能力

（修士課程修了レベル）

（新規）
准認証
アーキビスト

以下の３要件を全て満たす者

「認証アーキビスト」 の要件

アーカイブズ機関
・公文書作成機関

国立
公文書館 アーキビスト認証委員会

内閣府〔公文書管理課〕

• 大学院に知識･技能等が習得可能な科目設置、
または研修の実施

高等教育機関
・研修機関

国立公文書館長

（事業計画等）

認可申請

（国立公文書館を含む）

• 「認証アーキビスト」の認証、取
消し、更新の審査、異議の申
立ての審議

•認証の運営に関する重要事項
についての審議

• （新規） 「准認証アーキビスト」
の認定・取消しの審査、異議
申立ての審議

連
携

「認証アーキビスト」申請

同認証 同認定

「准認証アーキビスト」申請

准
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
採
用
、
実
務
経
験
・
調
査
研
究
実
績
を
積
ま
せ
育
成

採
用･

人
事
異
動
に
よ
り
職
員
を
配
置
後
、
実
務
経
験
・
調
査
研
究
実
績
を

積
ま
せ
、
研
修
受
講
で
育
成

科目修得者、研修修了者職員

アーカイブズ機関・公文書作成機関 アーカイブズ機関・公文書作成機関

人材供給・育成

職員の研修等受講

高等教育機関・研修機関

※修士課程相当を修了
していない者は「紀要の
論文等」（修士課程相
当修了と同等の実績、
１点以上）が必要
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